
・上越市の人口・世帯数の概況(創造行政研究所）
・各具体的施策の進捗状況等（進捗が遅れているものの抜粋）

・若者世代・子育て世代の市民アンケート
・高校生アンケート
・社会経済環境の変化等に関する参考データ

特徴的なデータ等の抜粋
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実績値 推計値
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出所）陸軍省「徴発物件一覧表」（1891）、総務省「国勢調査」（1920-2020）、国立社会保障・人口問題研究所「将来推計人口」（2025-50）

過去50年間で
14%の減少

上越市の人口・世帯
数の概況
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3

備考）ここでいう地区とは地域自治区のことを指す。
ただし、直江津区のみ直江津と五智に分離

出所）総務省「国勢調査」

人口増減率

上越市の人口・世帯
数の概況
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社会減

自然減

出所）新潟県「人口移動調査結果報告」
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上越市の人口・世帯
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出所）国立社会保障・人口問題研究所「日本の世帯数の将来推計（都道府県別推計）」（2019年推計）
及び「日本の地域別将来推計人口（都道府県・市区町村別）」（2018年推計」をもとに作成

上越市の人口・世帯
数の概況
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上越市の人口・世帯
数の概況



特徴的なデータ等の抜粋
・上越市の人口・世帯数の概況(創造行政研究所）
・各具体的施策の進捗状況等（進捗が遅れているものの抜粋）

・若者世代・子育て世代の市民アンケート
・高校生アンケート
・社会経済環境の変化等に関する参考データ



しごとづくり分野

A-1 地域産業の活性化 A-1-3 ものづくりを核とした中小企業の成長促進

KPI

これまでの主な取組

○協議会団体 ・なし

○市 ・ものづくり振興専門員の企業訪問等による、企業支援コーディネート、マッチング。
・製造業管理者向け研修や、経営者・管理者向け研修等の開催。
・工場や設備等の新設・増設・更新に対する奨励措置、市内産業団地等の取得に対する補助。
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各具体的施策の進捗
状況等
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しごとづくり分野

A-1 地域産業の活性化 A-1-4 農業の競争力強化と担い手確保

KPI

これまでの主な取組

○協議会団体 ・北陸農業に適した水稲や大麦等の新品種・新技術による地域農業の競争力強化。（官）
・農福連携に関する障害者の就労支援コーディネート、農福連携セミナーの実施。（民）
・中山間地域元気な農業づくり推進員等による、農業所得向上に向けた指導、助言。（産）

○市 ・地域資源を活用した農業者等による6次産業化の取組に対する支援。
・認定農業者の確保・育成や集落営農による組織化・法人化の促進、各種研修会の開催に対する支援。
・スマート農機による生産コストの低減や、作業の省力化を図る栽培技術の普及。
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まちの活性化分野

C-3 地域と地域を結ぶつながりの強化 C-3-1 公共交通の利便性向上と利用促進

KPI

これまでの主な取組

○協議会団体 ・トキ鉄の利用促進及び沿線地域の活性化を図るための、サポーターズクラブ事業の推進。（産）
・バス停留所の新設による利便性向上、イベント等へのブース出展を通じた路線バスのPR。（産）

○市 ・オンデマンド交通システムを活用した予約型コミュニティバスの運行。
・バスの利便性向上を図るための、バスロケーションシステムの運用。
・県や沿線自治体、鉄道事業者と連携した、マイレール意識の醸成等につながる利用促進の取組。

各具体的施策の進捗
状況等
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1,000,000

1,100,000

1,200,000

1,300,000

1,400,000

1,500,000

1,600,000

路線バス・乗合タクシー・スクールバス混乗の利用者数(人)

1,395 1,293
722 824 1,011 1,014 1,240

1,639
1,568

1,155
1,227

1,325 1,337

1,569

3,034
2,861

1,877
2,051

2,236 2,351

2,809

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

3,500

在来線鉄道の利用者数（ほくほく線、えちごトキめき鉄道）

※1㎞当たりの1日平均旅客輸送人数(人)



まちの活性化分野

C-4 交流人口の拡大による自立したまちづくり C-4-1 観光コンテンツの充実と各担い手の観光マインドの底上げ

KPI

これまでの主な取組

○協議会団体 ・地域独自の観光資源を活用した、地域の稼げる看板商品の創出事業。（産）
・屋内外でのワーク実証や、市内のスポットの視察を行ったワーケーション実証事業の実施。（民）
・県外市外で開催された観光イベントや商談会、物産店等への出展。（産）

○市 ・学校団体等へのものづくり体験や農業体験のほか、探究学習を活用したプログラムでの田舎体験の受け入れ。
・インバウンドに関する各種商談会での当市のPR、観光事業者向けのインバウンドセミナーの開催。
・観光地域づくり実践未来塾や、SNSを活用したフォトコンテストの実施。
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各具体的施策の進捗
状況等
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D-3 まちを担う若者人材等の育成と交流 D-3-1 若者の人材育成と交流促進

KPI

これまでの主な取組

○協議会団体 ・eスポーツの無料体験会、市内初のeスポーツ大会の開催。（民）
・若者が企画、参加するスポーツ交流会、球技大会、各種イベント等の開催。（民）
・自主性・協調性等の成長を目的とした、直江津海水浴場でのサンドクラフトの作成。（民）

○市 ・市内在学の高校生等を対象にした上越市のPR映像コンテストの開催。
・若者が主体的に活動している市外団体の取組や事例を学ぶ研修会、交流会の開催。
・まちの活性化や賑わい創出、関係人口創出につながる活動にチャレンジする若者に対する支援。

UIJターンとまちの拠点性・担い手づくり
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「結婚」に関する回答（結婚していない人の結婚の意識）

14

令和元年度調査との比較

・すぐにでも ▲約1％

・2～3年以内 ▲約11％

・いずれは ＋約6％

・つもりはない ＋約6％

○ 現在結婚していない人のうち、結婚したいと答えている人は約77%で、令和元年度調査と比較して

約6％減少しており、特に「2～3年以内には結婚したい」人の割合は、全年代で減少している。

○ 年代別に見ると、24歳以下の「いずれは結婚したい」が約7％増加しており、18～19歳を調査対象

に追加したことが要因と推察する。

○ このほか、30代前半の「結婚するつもりはない」が約17％増加している。

※「結婚していた」と「結婚していない」の人数に対する回答率、無回答は除く。

すぐにでも

結婚したい
10.7%

２～３年以内に

結婚したい
12.4%

いずれは結婚し

たい
53.8%

結婚するつもりは

ない
22.3%

無回答
0.8%

問1 将来結婚したいと考えているか

5.5% 5.2%

17.3% 14.8%
8.8% 9.7%

17.5% 17.9%
16.5%

5.9%
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25.0%

15.3%

20.6%

9.0%

64.2%
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35.8%
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R6:18～24歳

25～29歳 30～34歳

若者世代・子育て世
代の市民アンケート



0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0% 30.0%

無回答
その他

SNS
幼なじみ・隣人
街なかや旅先

学校
地方自治体やNPOなどの団体の結婚支援事業

民間の結婚支援事業
お見合い

マッチングアプリ
親や親せきの紹介

習い事
趣味のサークル

インターネットの婚活サイト
合コンやパーティー
職場や仕事を通じて
職場の人の紹介

友人の紹介

合計 / 女性構成比

合計 / 男性構成比

「結婚」に関する回答（婚活の意識）

15

○ 出会いを求めるために過去に行ったこと、今後行いたいこと、いずれも、マッチングアプリの利用が令和元年度

調査と比較して約10％増加している。

○ 友人の紹介や合コン・パーティも依然として高い割合にはあるが、減少傾向にある。

問4 出会いを求めるために過去に行ったこと 問5 出会いを求めるために今後行いたいこと

問7 配偶者との出会いのきっかけ

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0% 30.0% 35.0%

無回答

その他

交際相手を求めていない

特に何もしなかった

地方自治体やNPOなどの団体の結婚支援事業を…

民間の結婚支援事業を利用する

お見合いをする

マッチングアプリを利用する

親や親せきに紹介を頼む

習い事に通う

趣味のサークルに入る

インターネットの婚活サイトを利用する

合コンやパーティーに行く

職場の人に紹介を頼む

友人に紹介を頼む

合計 / 女性回答率

合計 / 男性回答率
0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0% 30.0% 35.0%

無回答

その他

交際相手を求めていない

特に何もしない

地方自治体やNPOなどの団体の結婚支援事業…

民間の結婚支援事業を利用する

お見合いをする

マッチングアプリを利用する

親や親せきに紹介を頼む

習い事に通う

趣味のサークルに入る

インターネットの婚活サイトを利用する

合コンやパーティーに行く

職場の人に紹介を頼む

友人に紹介を頼む

合計 / 女性回答率

合計 / 男性回答率

0.0% 20.0% 40.0% 60.0%

無回答

その他

特になし

企業のワーク・ライフ・バランスを促進する政策を充実させること

町内や職場など身近で結婚を仲介する人を増やす取組

結婚について考える講座・セミナー

身だしなみや異性との接し方に関する講座・セミナー

結婚に関する相談窓口

出会いの場づくり

合計 / 女性回答率

合計 / 男性回答率

問6 結婚したい人に対する支援について、どんな取組があったらよいと思うか。

※現在結婚していない人（364人）に対する回答率

若者世代・子育て世
代の市民アンケート



「結婚」に関する回答（婚活の意識（性別・年代））

16

○ 今後行いたいことは、男性は30代後半になるにつれて「マッチングアプリ」や「合コンやパーティに行く」の
割合が高まる一方で、「交際相手を求めていない」の割合も増加している。

○ 女性は、各年代で「特に何もしない」の割合が最も多く、次いで「友人に紹介を頼む」の割合が多い。また20代
後半では、「趣味のサークルに入る」の割合が多い

問5 出会いを求めるために今後行いたいこと（無回答、その他を除く）
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50.0% 【女性】

若者世代・子育て世
代の市民アンケート



「出産・子育て」に関する回答（出産や子育てがしやすいと感じる割合）

17

○ 出産や子育てがしやすいと思う割合は、令和元年度調査と比較して約30％減少しており、全年代、

性別で「そう思う」「ある程度そう思う」が大きく減少している。

○ 出産や子育てに関して不安に思っていることや取組を強化してほしいこととして、経済的な内容が

最も多い。

8.4% 7.3%
10.6%

15.0%

5.5%

43.2%
42.0%

59.3%

40.4%

34.5%

39.1%
38.5%

24.0%

33.3%

41.7%

7.9% 11.2%
4.9%

9.7%
17.7%

1.4% 1.0% 1.1% 1.5% 0.7%

51.6%
49.3%

70.0%

55.5%

39.9%

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

90%

100%

H25 H30 R1 R3 R6

そう思う ある程度そう思う あまりそう思わない

全く思わない 無回答 割合

問10 現在の生活実態・生活実感として、出産や子育てがしやすいと思います
か。

9.9 4.5 11.0 6.1

59.3

30.0

59.3

37.2

24.2

48.6

23.8

37.6

5.5
16.2

4.7
18.6

1.1 0.7 1.2 0.4

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

90%

100%

R1 R6 R1 R6

20代以下 30代

8.1 5.7
13.3

5.4

55.3

31.3

60.8

36.6

28.5

42.1

22.2

41.8

6.5
20.2

3.2
15.8

1.6 0.7 0.6 0.4

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

90%

100%

R1 R6 R1 R6

そう思う ある程度そう思う あまり思わない そう思わない 無回答

男性 女性

若者世代・子育て世
代の市民アンケート



その他の結婚・出産・子育て関連の回答
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問13 理想とする子どもをもつ上で問題になると感じている（いた）こと

0.0% 15.0% 30.0% 45.0% 60.0% 75.0% 90.0%

その他

配偶者・パートナーが望まない

特になし

配偶者・パートナーの子育て・家事への協力が得ら…

身体・健康上の理由

家が狭い

無回答

自分や夫婦の生活を大切にしたい

年齢を考慮すると身体的に困難

子どもがのびのびと育つ社会ではない

子育ての心理的・肉体的な負担に耐えられない

自分の仕事に差し支える

子育てや教育にお金がかかりすぎる

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

無回答

その他

妊娠・出産に関するセミナーや講座等の充実

特になし

妊娠・出産に関する情報発信の充実

不妊不育治療に関する取組の充実

ベビーシッターや家事代行サービスなどの取組の充実

妊娠・出産に関する医療サービスの向上

産前・産後休暇の充実

妊娠・出産に伴う費用の補助

問16 行政や民間団体等による妊娠・出産支援について、取組を強化してほしいこと

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0%

その他

無回答

子どものほかに面倒をみなければならない人がいる

特に大変だと感じることはない

家事や子育てで家族の協力を得られない

条件に見合う保育園・幼稚園などがみつからない

職場の理解が得られない

子供と接する時間が少ない

急な残業に対応できない

病気等の時に面倒をみる人がいない

子どもにかかわる行事が多く、仕事を休まなければならない

睡眠時間が短くなり、身体的につらい

子どもの迎えの時刻に合わせて、仕事を切り上げなければならない

問18 仕事と子育てを両立する上で大変だと感じること

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0%

無回答
その他

特に不安に思うことはない
配偶者・パートナーと子育てに関して意見が合わ…
配偶者・パートナー以外で子育てを手伝ってくれる…

配偶者・パートナーの協力が少ない
自分の子育てについて、まわりの見る目が気になる

住宅が狭い
子どもを叱りすぎているような気がする
子供と接する時間を十分に取れない

子育ての方法がよくわからず、自信が持てない
仕事と子育ての両立が図れない

自分や夫婦の自由な時間が持てない
身体の疲れが大きい

精神的な疲れが大きい
子育てで出費がかさむ

問17 子育てをする上で、現在、特に不安に思っていることや悩んでいること

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0%

子育てに関するセミナーや講座等の充実

子育てに関する情報発信の充実

無回答

子育て相談窓口の充実

その他

特になし

こどもセンターの充実

保育園、幼稚園等の更なる確保

子育てひろばの充実

多子世帯へのサービスの充実

ひとり親世帯への支援の充実

放課後児童クラブ以外の平日夕方に小学生が…

休日に小学生が過ごせる施設の確保

育児休業や短時間勤務などの制度利用がキャ…

企業のワーク・ライフ・バランスを促進する政策…

病児・病後児保育の充実

3歳未満児の保育料の更なる軽減

小学校入学後の教育費の軽減

休日・夜間診療所の充実

子ども医療費助成の充実

問28 子育て環境の充実のために、今後さらに取組を強化してほしいこと

※本ページは全て複数選択

若者世代・子育て世
代の市民アンケート



「しごと」に関する回答（働く場、しごとの満足度について）

19

問34 現在の「しごと」について、全体的に見て満足しているか

満足している
21.7%

どちらかといえば満足している
58.1%

どちらかといえば

不満である
16.9%

不満である
3.3%

○ 「働く場が整っている」と思っている人が約66％、令和元年度調査と比較して約24％増加した。
男性で「働く場が整っている」と思っている人は約69％であり、約34％増加した。

○ 現在の「しごと」について、全体的に見て満足していると答えた人は約80％となっている。
令和元年度調査と比較して男性で約5％増加した。

そう思う

18.6%

ある程度

そう思う

47.9%

あまりそ

う思わな

い
26.5%

全く思わ

ない

6.5%

無回答

0.5%

問29 現在の生活実態・生活実感として、働く場が整っていると思うか

無回答
0.7%

家事
1.8%

家内労働
9.5%

自営業
4.3%

正規雇用者
70.7%

非正規雇用
11.2%

無職
1.8%

問30 最も希望する就労の形態

若者世代・子育て世
代の市民アンケート



その他の「しごと」関連の回答

20

問36 最も希望する業種・職種に就けていない理由

（複数選択）

1.0%

3.8%

13.4%

16.3%

26.8%

29.2%

34.9%

2.1%

9.0%

17.9%

15.8%

13.7%

25.6%

42.3%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0%

無回答

採用されなかった

家族や親族の都合

その他

上越市内で働きたいが、上越市内には希

望する業種・職種がない（なかった）

希望する職種の条件が悪い（悪かった）

希望する職種で働くための技術・資格・

知識等が足りない（足りなかった）

前回 今回

○ 最も希望する業種・職種に就けていない理由として「上越市内で働きたいが、上越市内には希望
する業種・職種がない（なかった）」の回答が前回比で13.1％増加した。

○ この回答者が希望する職種は、男性は「情報通信業」、女性は「学術研究、専門・技術サービス
業」が多い。

0.0% 10.0% 20.0% 30.0%

無回答

その他の職種

無職

家事

公務（他に分類されるものを除く）

その他のサービス業（他に分類さ…

介護サービス業

医療、福祉（介護サービス業をの…

教育、学習支援業

生活関連サービス業、娯楽業

宿泊業、飲食サービス業

学術研究、専門・技術サービス業

金融業、保険業

卸売業、小売業

運輸業、郵便業

情報通信業

製造業

建設業

農林漁業

合計

男性 女性

問36 「上越市内で働きたいが、上越市内には希望する業種・職種がない

（なかった）」の回答者における、問31希望職種の回答構成比

若者世代・子育て世
代の市民アンケート



まちづくりに関する回答

21

○ 上越市での生活を「暮らしやすい」と思っている人が約8割、上越市に「住み続けたい」と思っている人が約6割となっている。

○ 上越市での暮らしで気に入っていることでは、「商工業・観光」、「環境」が多い。

○ 若者・子育て世代が魅力的なまちになるために、今後、必要なこと・ものでは「商工業・観光」、「教育・文化」が多い。

若者・子育て世代が住みたい・住み続けたいと思うために重視してほしいことでは、「教育・文化」、「商工業・観光」が多い。

たいへん暮らしやすい
5.6%

ある程度暮

らしやすい
74.0%

あまり暮らしや

すくない
16.8%

全く暮らしやすくない
2.6%

無回答
1.0%

問41 現在の上越市での生活を「暮らし

やすい」と思っているか

住み続け

たい
23.9%

どちらかと

いえば住み

続けたい
39.5%

どちらとも

いえない
23.7%

どちらかと

いえば他の

市町村に

移りたい
7.5%

他の市町

村に移りた

い
4.7%

無回答
0.7%

問42 今後も上越市に住み続けたいと

思っているか

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0%

農林水産

行財政

その他

防災・防犯

環境

健康・福祉

まちづくり

都市基盤（まちなみ・交通等）

教育・文化

商工業・観光

問43② 若者・子育て世代にとって、上越市が魅力

的なまちになるために、今後、特に必要なこと・もの

商工業・観光：高田城址公園（観桜会）
うみがたり

環境 ：自然・風土

暮らしやすい79.6％
（令和元年度調査 約2％増）

住み続けたい63.4％
（令和元年度調査 約3％増）

商工業・観光：商業施設の充実、遊ぶ場所の充実、
上越妙高駅周辺の開発

教育・文化 ：子育て支援の拡充（保育料・給食費等）
教育費（授業料）補助の拡充

教育・文化 ：子育て支援の拡充、教育環境の充実
商工業・観光：商業施設の充実、遊ぶ場所の充実、

働く場の充実

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0%

行財政

農林水産

防災・防犯

健康・福祉

まちづくり

教育・文化

その他

都市基盤（まちなみ・交通等）

環境

商工業・観光

問43① 上越市での暮らしの中で特に気に入っ

ていること（まちの特色や行事・場所など）

0.0% 5.0% 10.0% 15.0%

農林水産

行財政

防災・防犯

環境

都市基盤（まちなみ・交通等）

まちづくり

その他

健康・福祉

商工業・観光

教育・文化

問43③ 若者・子育て世代が住みたい・住み続

けたいと思うために、特に重視してほしいこと

若者世代・子育て世
代の市民アンケート



特徴的なデータ等の抜粋
・上越市の人口・世帯数の概況(創造行政研究所）
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・社会経済環境の変化等に関する参考データ



57%29%

14%

女性

〇 高校卒業後・大学等卒業後ともに「上越市外（新潟県外）」の希望が最も多い。
○ 「就職・就業」を希望する人は、「上越市内」を希望する人が最も多い。
〇 上越市外の大学等へ進学後、上越市内に戻ってくる人の割合は、男性のほうが多い。

高校卒業後・大学等卒業後の居住希望地について

56%29%

15%

男性

61%

29%

10%

女性

上越市外（新潟県外） 上越市外（新潟県内） 上越市内

63%

26%

11%

男性

0

20

40

60

80

100

120

140

160

男性 女性 男性 女性 男性 女性 男性 女性 男性 女性

進学（大学） 進学（短大） 進学（専門学校等） 就職・就業 その他

上越市外（新潟県外） 上越市外（新潟県内） 上越市内

0

20

40

60

80

100

120

140

160

男性 女性 男性 女性 男性 女性

進学（大学）進学（短大）進学（専門学

校等）

高校卒業後の居住希望地（男女別）

大学等卒業後の居住希望地（男女別）

高校卒業後の居住希望地（進路別）

大学等卒業後の居住希望地（進路別）

高校生アンケート

23



〇 男女ともに、「結婚」を意識している人が最も多く、半数以上（男性51.4%、
女性61.7%）が意識している。

〇 その他、男性は「昇進（44.5%）」、女性は「出産（35.0%）」「子育て（32.2%）」
を意識している人の割合が多い。

意識するライフイベントについて

44.5

12.1 12.9
15.5

51.4

22.7
24.1

7.5
4.9

29.8

9.8

14.1

7.4

61.7

35.0
32.2

9.2

3.7

0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

50.0

60.0

70.0

昇進 転勤 転職 独立・起業 結婚 出産（子の誕生） 子育て 介護 その他

男性

女性

意識するライフイベント（男女別）※複数回答可(%)

高校生アンケート
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〇 男性は、「公務」「情報通信業」の順で希望する人が多く、「若者世代・子育て世代の
市民アンケート」と同様に「情報通信業」の希望が多い。

〇 女性は、「医療、福祉」「教育、学習支援業」の順で希望する人が多い。
〇 「その他」の割合も多く、「スポーツ選手」「音楽関係」「美容関係」や、具体的な
職名の回答もあった。

希望する職種について

7

30 30
36

3
7

17
11 12

7

27
31

2

15

55

3

10

36

4 4

12 10

3
6

19
13

6

39

93

3

32

23

5 4

44

0

10

20

30

40

50

60

70

80

90

100

男性 女性 希望する職種（男女別）

高校生アンケート
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・上越市の人口・世帯数の概況(創造行政研究所）
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社会経済環境の変化等に関する参考データ
⑴人口減少と少子高齢化社会の本格的な到来

▶出生率の低迷により若年者人口が減少する

「少子化」と、人口に占める高齢者の割合

が増加する「高齢化」が同時に進行。

▶あらゆる分野での担い手不足やコミュニ

ティの希薄化など、社会全体の活力が弱ま

ることが懸念。

27

241,656 

211,850 

223,014 

194,415 

342,464 

229,792 

248,304 

258,422 

188,856 

242,389 

223,705 

239,169 

266,936 

188,047 

189,386 

245,392 

308,681 

305,424 

190,658 

287,730 

260,878 

226,432 

233,301 

256,124 

190,997 

200,120 

149,959 

307,906 

171,185 

229,624 

219,555 

147,647 

227,316 

189,139 

230,831 

197,104 

127,657 

131,634 

190,495 

273,342 

258,968 

137,512 

266,518 

201,317 

197,105 

194,311 

0 50,000 100,000 150,000 200,000 250,000 300,000 350,000

つくば市

伊勢崎市

太田市

熊谷市

所沢市

春日部市

草加市

平塚市

小田原市

茅ヶ崎市

厚木市

大和市

長岡市

上越市

沼津市

富士市

春日井市

四日市市

岸和田市

茨木市

加古川市

宝塚市

佐賀市

類似自治体（施行時特例市）との比較

2020年の総人口と2050年の推計（人）

2020年

2050年

106.0

90.2

89.7

77.1

89.9

74.5

92.5

85.0

78.2

93.8

84.5

96.5

73.8

67.9

69.5

77.6

88.6

84.8

72.1

92.6

77.2

87.0

83.3

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

つくば市

伊勢崎市

太田市

熊谷市

所沢市

春日部市

草加市

平塚市

小田原市

茅ヶ崎市

厚木市

大和市

長岡市

上越市

沼津市

富士市

春日井市

四日市市

岸和田市

茨木市

加古川市

宝塚市

佐賀市

類似自治体（施行時特例市）との比較

2020年の総人口を100とした時の、2050年の推計人口の指数



社会経済環境の変化等に関する参考データ
⑸経済情勢や産業構造の変化

総務省「国勢調査」を基に作成

25,369 
18,828 

13,552 11,309 
7,466 7,569 5,271 4,832 4,096 

34,417 

38,496 

40,329 
40,766 
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第１次産業（実数） 第２次産業（実数） 第３次産業（実数）

第1次産業（構成比） 第2次産業（構成比） 第3次産業（構成比）

（人） （％）

令和2年の就業構造の比較 就業構造の変化

区分
上越市 新潟県 全国

実数(人) 構成比(%) 実数(人) 構成比(%) 実数(人) 構成比(%)

15歳以上人口 163,774 ‐ 1,926,852 ‐ 108,258,569 ‐

労働力人口 97,074 ‐ 1,125,401 ‐ 59,949,767 ‐

就業者数 計 94,235 100.0 1,084,410 100.0 57,643,225 100.0

［第１次産業 計］ 4,096 4.3 55,719 5.1 1,962,762 3.4

農業，林業 4,047 4.3 54,214 5.0 1,830,697 3.2

漁業 49 0.1 1,505 0.1 132,065 0.2

［第２次産業 計］ 27,703 29.4 302,187 27.9 13,259,479 23

鉱業，砕石業，砂利採取業 112 0.1 1,309 0.1 18,891 0.0

建設業 9,833 10.4 102,780 9.5 4,184,052 7.3

製造業 17,758 18.8 198,098 18.3 9,056,536 15.7

［第３次産業 計］ 60,217 64 704,334 65 40,679,332 70.6

電気・ガス・熱供給・水道業 558 0.6 7,349 0.7 275,595 0.5

情報通信業 736 0.8 14,361 1.3 1,955,619 3.4

運輸業，郵便業 4,070 4.3 50,995 4.7 3,117,623 5.4

卸売業，小売業 13,583 14.4 171,625 15.8 8,805,576 15.3

金融業，保険業 1,470 1.6 20,715 1.9 1,355,161 2.4

不動産業，物品賃貸業 1,057 1.1 13,013 1.2 1,253,905 2.2

学術研究，専門・技術サービス業 2,362 2.5 25,075 2.3 2,103,074 3.6

宿泊業，飲食サービス業 4,493 4.8 53,942 5.0 3,095,434 5.4

生活関連サービス業，娯楽業 3,135 3.3 37,771 3.5 1,979,446 3.4

教育，学習支援業 4,541 4.8 49,790 4.6 2,829,694 4.9

医療，福祉 13,823 14.7 147,305 13.6 7,633,170 13.2

複合サービス事業 1,350 1.4 12,258 1.1 441,618 0.8

サービス業（他に分類されないもの） 5,139 5.5 62,325 5.7 3,801,218 6.6

公務（他に分類されるものを除く） 3,900 4.1 37,810 3.5 2,032,199 3.5

［分類不能］ 2,219 2.3 22,170 2.0 1,741,652 3.0

完全失業者 2,839 ‐ 40,991 ‐ 2,306,542 ‐

非労働力人口 60,605 ‐ 724,305 ‐ 36,603,968 ‐

不詳 6,095 ‐ 77,146 ‐ 11,704,834 ‐ 28



社会経済環境の変化等に関する参考データ
⑻外国人の増加

▶労働人口の不足を補うための外国人労働者の増加。

（住民基本台帳により作成）
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